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野の花と風薫る郷から…

広報彙 もリ No.417
平成 6年 5月 5日 発行

さあ、一年生だ、がんばるぞ.″
年度の変わり目……春の行事の―番は何と言つても、

幼稚園、保育園、学校などの入学式でしよう。新しい

学校……新しい友達……新しい先生、色々な期待と希

望を胸|こ抱いた元気な顔が入学式で見られました。

(4/1` 高森中学校入学式がらの一コマ)

人□の動き
(4月 1日現在)
世帯数 2,515(-10)
男  3,895(-17)
ご2:   4,245 (-25)

総 数 8,140(-42)

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒869-16・ 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 密09676-2-1111・ FAX2-1174
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▼
四
月
が
ら
広
報
担
当
と
な
り
ま

し
た
岩
下
で
す
。
△フ
月
号
を
な
ん

と
が
発
行
す
る
事
び
出
来
て
ほ
っ

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

▼
広
報
は
、
皆
さ
ん
の
身
の
回
り

の
様
々
な
話
題
と
役
場
が
ら
の
あ

し
ら
せ
や
お
願
い
を
分
が
り
や
す

＜
紹
介
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
記
事
の
内
容
を
完

全
に
分
が
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
毎
日
が
勉
強
の
繰
り
返

し
で
す
。

▼
又
、
私
た
ち
の
高
森
町
が
こ
れ

か
ら
も
益
で
発
展
す
る
た
め
に
、

国
や
県
、
又
ほ
か
の
市
町
村
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
り
、
座
談
会

な
ど
の
特
集
を
盛
り
込
ん
だ
り
し

て
、
色
で
な
情
報
を
提
供
し
て
い

け
れ
ば
…
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼

「広
報
た
か
も
り
」
は
役
場
だ

け
の
広
報
で
は
な
＜
町
全
体
の
広

報
で
あ
り
、
色
で
な
面
で
の
パ
イ

プ
役
と
も
な
る
事
か
ら
、
轟貝
任
の

重
さ
を
痛
感
し
て
い
諫
す
。

▼
限
ら
れ
た
紙
面
で
は
あ
り
讀
す

ど
、
様
々
な
話
題
を
分
が
り
や
す

く
正
確
に
あ
知
ら
せ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
＜
あ
願
い
し
訣
す
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い
っ

ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に
し
ま

す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の
薫

る
潤
い
の
あ
る
町
に
し
ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供
の

夢
を
育
て
華
せ
な
町
に
し
ま

す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振
興

し
活
力
あ
る
町
に
し
ま
す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心
身

を
き
た
え
健
全
な
町
に
し
ま

す
。

今
回
は
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
と
は
そ
の
名
お
と

お
り
、
介
護
が
必
要
な
お
年
寄
り
に

一
日
か
け
て

デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
健
康
チ

ェ
ッ
ク
、

リ

ハ
ビ
リ
、
入
浴
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
も
の

で
す
。
こ
れ
は
介
護
さ
れ
て
い
る
方
の
介
護
疲
れ

を
癒
す
事
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

高
森
町
で
は
梅
香
苑
内
に
こ
の
施
設
が
あ
り
ま

す
。
費
用
は
送
迎
費
込
み
で

一
回
五
百
円
。
申
込

み
と
問
合
わ
せ
は
、
役
場
福
祉
係
ま
で
ど
う
ぞ
。

い
つ
一じ

ひ
こ
И

な

淋
し
い
な
ム
‐

ι

ア́
ィ
ブ
ロじ
ス
に

お
じ
い
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デイ・サ‐ビス
=

一
、
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス

（日
帰
り
介
護
）

二
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

（短
期
滞
在
）

三
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

四
、
福
祉
機
器
の
給
付
と
貸
与

今
月
か
ら
、
次
の
四
項
目
の
在
宅
介
護
が
必
要

な
お
年
寄
り

へ
の
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

おめで

ありがとうございました (敬称略)
■町社会福祉協議会ヘ

〈香典返し〉甲斐成美、石田マツ子、
阿南アツ子、馬原マチ、甲斐武範
く一般寄付〉高森保育園保護者会、野
尻佳男

/相馬 敬貴 高 森 ・ 森 、 。。
甲`斐 良江 高森・下町 °・Zる

■広報送付寄付
甲斐サエ子 (東京都田無市在住)、 山口
医院 (蘇陽町)

釜 の 灯

赤ちゃん
たんじよう

員崎 大地ちゃん 伸 一

(高 森)3・ 10生 紀美江
夕:策 翔馬ちゃん 城 二

〓思

さんの長男

(敬称略)

森)2

恵輔
２
“
廊

∋
札
思

務
摯共
卿
“鶴

錫

ナ
原
斐
馬
甲

斐
藤
甲
工

甲斐

年
ミ
千
ツ

(1994.3月 受付分)

(敬称略)

(死亡者)(年齢 )

さんの長男

さんの二男

さんの長男

さんの二男

さんの長男

さんの長女

さんの長男

さんの長男

お<やみ
もうしあげます

＞
美
守

一
子
エ
チ
郎

族
成
　
健
ツ
ミ
マ
士

遺
　
野
　
マ
ス
　
富

御
斐
小
藤
田
斐
原
斐

＜
甲
丸
工
石
甲
馬
甲

腑
切
留
口
森
源
森
切

に
下
津
芹
高
超
高
下

(高 森)3・ 17生
楢木野友哉ちゃん

(上色見)3・ 15生

住吉 光樹ちゃん
(色 見)3・ 21生

す えな が <
おしあわせに

田

斐
石
甲

エ
エ
子
郎
夫

リ
ツ
哲
八
武

(高

都

(高 森)3・ 1生
後藤  亮ちゃん
(河 原)3・ 2生
岩下 春太ちゃん
(高 森)3・ 9生
本田奈津実ちゃん

子

雄

子

男

合百

敦

孝

京

栄

早

・19生

ちゃん
・26`生

ちゃん

るり子

信 一
香 代
勝 一
あつみ

賢 治
由 美
満

幸 子
富 雄
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お世話 |こなります

4月 5日、今年から2年間お世話|こなる、駐在員31名の方々への嘱託書交付

が行われました。駐在員さんの仕事は、回覧文書など|こよる町からの連絡を町

民の方々|こ伝えていただいたり、町への提出文書を取りまとめていただいたり

と、行政としての重要な役割を担つていただいております。

又、地区のまとめ役としても、色々な面で活躍さねています。

尚、今回退任される駐在員さんは15名……本当|こお世話|こなりました。

田
_代
菅禾11

"美

菅 色 色 中 旭 村
見 見
山 21原 通 山

4月 5日

4月 5日 の嘱託書交付式と駐在員会議のもよう

(2)

″

●

回
覧
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り

国
保
の
健
康
保
険
証
は
毎
年
切
り

替
え

（更
新
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

急
い
で
更
新
し
て
下
さ

い
。

◎
保
管
場
所
　
全
地
区
の
健
康
保

険
証
は
役
場
の
国
民
健
康
保
険
係

で
保
管
し
て
い
ま
す
。

（五
月
か
ら
出
張
所
に
は
置
い
て

い
ま
せ
ん
）

◎
更
新
に
は
必
ず
前
の
保
険
証
を

持

っ
て
き
て
下
さ
い
。

高
　
森

。
村
　
山住

士
口

恵

美

さ

ん

側

▼
駐
在
員
会
長
に
は
、
矢
津
田
の

井
上
恵
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。

◎
印
鑑
は
不
要
で
す
。

本
町
出
身
の
弁
護
士

・
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

法
律
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
ご

相
談
下
さ
い
。

■
と
　
き
／
５
月
２１
日

（土
）
午

後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
高
森
中
央
公
民
館

熊
本
県
で
は
母
子

・
父
子

・
寡

婦
家
庭
の
生
活
な
ど
の
電
話
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

●  ●

●   ●

r.＼、

荒

牧
真

昭

（旭
通
）

佐
伯
昭
弘

、草
部
一

後
藤
末

士

（河
原
１
）

大

内

田
親

（芹
口
一

上
　

恵

（矢
津
田
）

、

―

ノ

／

瀬
井
公
正

（野
尻
２
）

―

＼

木
崎
喜
代

巨

一天
神
）

津

留
光

義

（津
留
）

安
方
慶

喜

（色
見
１
）

後
藤

和

昭

二
則
原
・小
倉
原
一

甲
斐
助
廣

（尾
下
２
）

宮

荒

牧
重

則

（上
町
）

佐
伯
文
雄

（中
原
）

Ｖ
Ｖ
Ｉ

渡
辺
　
警

（冬
野
）

二月に高森に帰ってきて、妹と一緒に

毎日仕事に頑張っています。家族みんな

忙しくて、一緒に食事をしたりする家庭

の団興が少ない事と仕事がら日曜 日に休

めないのが辛い事ではありますが、休み

には大好きなエレク トーンの練習をして

います。

スポーツは町のソフ トボールクラブに

入って夏の大会などにも出させてもらっ

ていますが、今年はゴルフもやってみた

いなあと思っています。

毎日忙しいので、今は仕事の事だけし

か考えられませんが、若い人が高森に居

たいと思 うような町づくりのお手伝いが

できればと思っています。

6  6
月  月
19  12
日  日

み  立
な雪 8 8
クみ③野⑦藤⑦辺

(15)

◎
　
今
回
退
任
さ
れ
る
方
は
次
の

方
々
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。桐
原
　
正
未
　
様

鬼
塚
　
福
巳
　
様

徳
丸
　
晴
雄
　
様

山
室
　
　
開
　
様

住
吉
　
恒
光
　
様

後
藤
　
慶
男
　
様

甲
斐
　
敬
二
　
様

甲
斐
富
士
郎
　
様

二
子
石
　
明
　
様

甲
斐
　
五
郎
　
様

瀬
井
　
　
要
　
様

下
田
今
朝
義
　
様

岩
下
　

一
夫
　
様

森
　
　
政
隆
　
様

白
石
　
民
生
　
様

塚
本
保
雄

（下
町
）

石

一
蔵
（中
）

永
野
原

下
　
切
中
津
留
１

津
留
２

野
尻
１

尾
下
２

河
原
１

河
原
２

５
月
２９
日
　
渡

６
月
５
日
　
後

5
月
15
日

・前

後

午

午
療
か
ま

診
時
時

５

月

２２

日

寺

崎

医

院

室
②
０
３
７
８

南
郷
谷
整
形
外
科
医
院

富
②
３
３
５
１

内
　
科

医
　
院

０
０
１
９

病
　
院

０

１

１

１

阿
蘇
リ
ニ
ッ
ク

富
Ｃ
２
０
３
０

６
月
２６
日
　
藤
　
本
　
医
　
院

な
⑦
０
０
２
０

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
テ
レ
ホ

ン
サ
ー
ビ
ス
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。
　

（②
１
２
２
２
２
）

は

ら

で

町
の
国
民
健
康
保
険
証

の

更
新

は
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。

国 保

健
康
保
険
証
の
更
新

母
子
・父
子
・寡
婦

相 談

法
　
律

（無
料
）す

電話番号 096-351-8777

受付時間

平日 午前 8時半から午後 5時まで

日曜 午前 9時から午後 4時まで

(ただし、祭 日と年末年始は休み)

相 談 員
熊本市南千反畑町3-7

熊本県母子寡婦福祉連合会の相談員

回
覧
文
に
は
町
か
ら
の
大
切
な
お
知
ら
せ
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
良

＜
読
ん
で
次
の
方
に
早
め
に
廻
し
ま
し
よ
う
。

入  ホし 結 i 果  (4月 入札分)500万 円以上のもの

工   事   名 工期 (平成6年 ) 金額 (円 ) 請負業者名

神 原 川 災 害 復 旧 工 事 4//′ 13～ 9//・
′
30 14,842,300 古沢建設

今 村 川 災 害 復 旧 工 事 4//13^o9//30 14,265,50() 池田建設

取首・水湛線災害復 [」 工事 4/13～ 9/30 11,330,000 西田建設

山 付 川 災 害 復 旧 工 事 4//13ヘン9//30 9,682,000 石原建設

水 上 川 災 害 復 旧 工 事 4/13～ 9/30 7,271,800 後藤建設

白 水 川 災 害 復 旧 工 事 4′//13ヽ 9́′′/30 5,948,250 興格建設

高根 切 川 災害復 ||」 工事 4//13ヘン9′ン/′ 30 5,592,900 菅 原 組

プロフィール

☆勤務先

★血液型

A&S(コ ンビニエンスストアー)
勤務

おっとり型のA型

鱚]鰤
交通事故

ご相談

●電話のこ相談もお受けします

8096-364-2400(直通)

相談日 :月曜から金擢午前9時半～12時

午後う時～4時 40分 (祝祭日を除く)

0専門の相談員が親身になつてご相談|こ応じます

◎弁護士相談B.毎週水曜日午後4時～4時

社団法人 日本損害保険協会

熊本自動車保険請求相談センター
■本|li l“卜■」26 ■|れ |:|,■ 5略 1市交通|十

'し

0小 :ヽ )熊 水,すH査 .li務 |'「内 80,131350)(1

相 談



年
　
　
金

専
門
相
談
員
に
よ
る
年
金
相
談

所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
５
月
２５
日

（水
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

中
会
議
室

相 談

行
　
　
政

春
季
行
政
相
談
週
間

役
場
や
県

。
国
の
機
関
の
窓
口

の
対
応
や
仕
事
の
処
理
な
ど
に
対

す
る
苦
情
や
ご
意
見
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
五
月
二
十
二
日
か
ら
二
十

八
日
ま
で
の

一
週
間
を
春
季
行
政

相
談
週
間
と
定
め
て
、
行
政
相
談

所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ

い
。

■
相
談
員
　
本
田
　
　
卓
さ
ん

■
と
　
き
　
五
月
二
十
七
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

四
月
十
六
日
　
桜
満
開

高
森
峠

く
ま
が
い
せ
い
し
ゆ
つ

町
で
は
、
九
十
九
曲
が
り
を

自
然
公
園
と
す
る
た
め
に
駐
車

場
や
ト
イ
レ
、
遊
歩
道
な
ど
の

整
備
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の

一
つ
に

「句
碑
の

森
」
事
業
が
あ
り
九
十
九
曲
が

り
の
要
所
に
毎
年

一
基
づ

つ
の

句
碑
建
立
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
大
字
津
留
出
身
で

町
は
も
ち
ろ
ん
広
く
俳
句
文
化

の
普
及
と
向
上
に
貢
献
を
さ
れ

た
熊
谷
正
蛛
氏
の
偉
業
を
讃
え

て
句
碑
を
建
立
。
除
幕
式
を
行

い
ま
し
た
ｃ

除
幕
式
に
は
同
氏
の
遺
族
、

自
動
車
税
は

お
早
め
に
―

自
動
車
を
お
持
ち
の
皆
様
、
自

動
車
税
の
納
期
限
は
ご
存
じ
で
す

か
？自
動
車
税
の
納
期
は
５
月
３１
日

で
す
。
既
に
、
納
税
通
知
書
が
お
手
元

に
届
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

お
近
く
の
銀
行
や
郵
便
局
、
農
協

等
の
金
融
機
関
の
窓
口
で
、
５
月

３１
日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
先
の
話
と
お
考
え
の

方
、
時
間
が
経

つ
の
は
早
い
も
の
。

つ
い
う

っ
か
り
と
い
う
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
納
税
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

皆
様
に
納
め
て
い
た
だ
く
自
動

車
税
は
、
学
校
教
育
や
道
路
建
設

を
は
じ
め
、
県
民
の

一
人
ひ
と
り

が
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
の
豊
か
な

生
活
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
県

が
推
進
し
て
い
る
様
々
な
施
策
の

貴
重
な
自
主
財
源
と
し
て
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

自
動
車
税
に
関
す
る
ご
質
問
、

ご
相
談
は
、
阿
蘇
事
務
所
税
務
課

（
８
０
９
６
７

・
２
２

・
１
１
１

１
）
ま
で
。

今
年
は
、
二
年
に

一
回
全
国
的

に
開
催
さ
れ
る
消
防
ポ
ン
プ
操
法

大
会
の
年
で
す
。

本
町
で
も
、
快
晴
の
四
月
二
日

高
森
小
学
校
に
お
い
て
十
四
あ
る

全
分
団
が
、
忙
し
い
仕
事
の
合
間

に

一
生
懸
命
に
練
習
し
た
成
果
を

競

い
あ
い
ま
し
た
。

消
防
ポ

ン
プ
操
法
に
は
ポ
ン
プ

付
き
の
消
防
車
と
積
載
車
か
ら
取

り
外
す
事
が
で
き
る
小
型
ポ

ン
プ

に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
少
し
内

容
が
違
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
実

際
の
火
事
を
想
定
し
て
集
合
か
ら

操
作
開
始
、
ホ
ー
ス
の
延
長
と
結

合
、
放
水
の
動
作
、
そ
し
て
撤
収

点
検
報
告
ま
で
消
防
業
務
の

一
連

の
流
れ
を
行
う
も
の
で
す
。

大
会
で
は
規
律
あ
る
態
度
で
、

ど
れ
だ
け
素
早
く
正
確
な
動
作
が

出
来
る
か
が
審
査
さ
れ
、
ポ
ン
プ

車
と
小
型
ポ

ン
プ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

優
秀
な
分
団
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
に
私
た
ち
の
生
命
と
財
産

を
守

っ
て
い
た
だ
く
、
団
長
は
じ

め
消
防
団
の
皆
様
に
敬
意
を
表
し
、

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
そ
れ

を
支
え
た
団
員
の
皆
さ
ん
。

六
月

一
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

い
じ
め
、
体
罰
、
不
登
校
児
な

ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
が

大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま

す
。
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
人
権

を
積
極
的
に
擁
護
す
る
事
が
必
要

で
す
。
そ
こ
で
、
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
「子
ど
も
の
人
権
を

守
ろ
う
」
を
啓
発
活
動
の
重
点
目

標
に
掲
げ
、
積
極
的
な
啓
発
活
動

を
行

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
六
月

一
日
を

「人
権

擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

一
層

の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
事

に
し
て
い
ま
す
。

高
森
町
の
人
権
擁
護
委
員
さ
ん

は
次
の
方
々
で
す
。
相
談
は
無
料
。

子
ど
も
の
事
だ
け
で
は
な
く
、
お

気
軽
に
御
相
談
下
さ

い
。

工
藤
　
忠
義
　
４
１
０
０
２
０

岩
下
　
敬
公
　
２
１
１
３
１
６

馬
原
　
清
二
　
５
１
０
０
０
３

児
玉
　
民
江
　
２
１
１
０
７
４

風
詠
派
俳
人

熊
谷

正
蜂

句
碑
除
幕
式

た
ぶ
の
ス
の場
のも
た
、の油平

俳
句

掲  行 森 記
載  わ 峠 念

句碑 と熊谷さん一家

参 句 尻 て も て 町
午 列 会 あ い 活 同

｀

議

快 は た な 菜 句 指
の づ 導

文
ど 河ナ  大 晴

1 会 の れ  六 原
に  が 高 を  ―十

ま 和 て
し や 桜
文 た か 満 後 し の け る 発 氏
芸
°
に 開 か ま 会 び 高 に か
ら し 員 会 森 俳 ら

す
す 会 を

●  ●

●   ●

花
句

化
協く を

り 受 会
け   

｀

行 て そ
れ で し  が の 野 つ 今 し

名 き

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

尚
、
今
回
た
く
さ
ん
の
表
彰
が

行
わ
れ
た
中
で
、

一
家
族
に
二
人

と
い
う
現
職
親
子
消
防
団
員
の
表

彰
が
あ
り
ま
し
た
。
名
前
は
次
の

と
お
り
。

副
団
長
　
鶴
林
　
豊
成

団
　
員
　
鶴
林
　
孝

一

副
団
長
　
岩
下
　
克
己

団
　
員
　
岩
下
　
　
悟

◎
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

一
位
　
第
八
分
団

一
部

二
位
　
第
十
分
団

一
部

◎
小
型
ポ
ン
プ
の
部

一
位
　
第
五
分
団

二
位
　
第
九
分
団

三
位
　
第
十
三
分
団

阿
蘇
郡
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

町
代
表
出
場
選
手
紹
介

◎
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

第
八
分
団

一
部

班
　
長
　
　
徳
　
丸

一
番
員
　
　
楢
木
野

二
番
員
　
　
佐
　
伯

二
番
員
　
　
本
　
田

四
番
員
　
　
牛
　
嶋

◎
小
型
ポ

ン
プ
の
部

第
五
分
団

陣
一
　
　
・〓
て

千
フ
　
ｒｆ

一
番
員

二
番
員

三
番
員

郡
の
消
防
ポ

ン
プ
操
法
大
会
は

七
月
二
十
六
日
に
南
小
国
町
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
忙

し
い
中
、
暑
い
中
大
変
と
思
い
ま
　
の

す
が
御
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

注水 (放水)の姿勢親子消防団員表彰

塚 杉 三 小

本 永 森 林

耕 満 裕 正

作 洋 時 一

津 寅 寿 秀 和
世
志 雄 昭 幸 也

人
　
　
権

新
鮮
な
魚
の
選
び
万

は
、
魚
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
多
少
の
違
い
は
あ

り
ま
す
が
、　
一
般
的
な

ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
み

ま
し
よ
う
。

鮮
度
を
見
分
け
る
第

一
の
場
所
は
、
エ
ラ
で

魚

は

避

け

ま

し

よ
う

。

逆

に

ウ

ロ

コ
の
な

い
魚

は

、

ヌ

メ

ヌ
メ

し

て
い
る
も
の
ほ
ど
新
鮮

で
す
。

こ

れ

ら

の
魚

は
、

粘

液

で
表

面

を
保

護

し

て

い
ま

す
。

こ

の
た
め

、

新

鮮

な

も

の

ほ
ど

ヌ

ル

ヌ
ル

し

て

い

る

の

で
す

。

魚

の

目

も
、

鮮
度

が

い

い

が
悪

い

が
を
み
る
重
要
な
パ
イ
ン
ト

で
す
。
当
然
で
す
が
、
新
鮮

な
魚
は
目
が
澄
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
時
間
が
た
つ
に
つ

れ
て
濁
っ
て
き
た
り
、
赤
黒

＜
血
が
混
じ
っ
た
り
し
て
き

ま
す
。　
″目
は
□
ほ
ど
に
物

を
言
う
″
で
す
ね
。

切
り
身
の
魚
は
、
身
の
締

き
り
具
合
が
ポ
イ
ン
ト
。
血

合
い
と
身
の
区
別
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
、
身
に
弾
力
が

あ
り
つ
や
が
あ
る
魚
が
、
新

鮮
で
す
。
血
が
に
じ
ん
で
い

た

り
、

汁

が

皿

に

た

ま

っ
て

い
る
も

の

は

、

鮮
度

が

落

ち

て
き

て

い
る
魚

と

判

断

し

て
も

い

い

で
し

よ
う
。

す
。
「
魚
は
エ
ラ
か
ら
腐
る
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
魚
を

腐
ら
せ
る
細
菌
類
が
、

エ
ラ

か
ら
入
る
か
ら
で
す
。
で
す

か
ら
、

エ
ラ
が
＜
す
ん
だ
灰

色

っ
ぼ
い
色
に
変
わ

っ
て
き

て
い
る
魚
は
、
鮮
度
が
落
ち

て
き
て
い
る
証
拠
で
す
。
鮮

紅
色
し
た
エ
ラ
の
魚
を
、
選

び
ま
し
よ
う
。

次
に
、
魚
の
腹
を
指
で
軽

＜
触

っ
て
み
て
＜
だ
さ
い
。

腹
ガ
柔
ら
か
い
も
の
は
、
鮮

度
が
悪
い
と
い
え
ま
す
。
腹

が
張
っ
て
い
る
魚
は
、
〃死
後
硬
直
″

が
ま
だ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
時

間
が
経
過
す
る
と
柔
ら
が
＜
な
り
、

腹
ガ
フ
ヨ
フ
ヨ
し
て
き
ま
す
。
腹
が

裂
け
た
魚
は
古
い
魚
で
す
。

ウ
ロ
コ
を
も
つ
魚
は
、
び
っ
し
り

と
ウ
ロ
コ
が
つ
い
て
い
て
、
そ
の
う

え
表
面
が
み
ず
み
ず
し
＜
、
光
沢
の

あ
る
魚
を
選
び
ま
し
よ
う
。
表
面
が

ヌ
メ
ヌ
メ
し
て
い
た
り
、
ウ
ロ
コ
ガ

あ
ち
こ
ち
は
げ
落
ち
て
い
た
り
す
る

エラの色と腹の弾力か目安

5/16日
(月 )5/25日 (水)6/6日 (月 )時間 9時～15時役場の支払 日 (14)

相 談

相 談

「
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・＝
∃

Ｆ
卜
」魔
●
織
　
肇
●
表
」

三つの句会による記念の俳句大会

熊
谷
　
正
蜂

（本
名
　
熊
谷
　
済
）

明
治
二
十
三
年
～
昭
和
四
十
三
年

昭
和
三
十
五
年
に
ほ
と
と
ざ
す
同
人

高
浜
虚
子
と
の
親
交
も
深
く
、
自
然
を

詠
む
風
詠
派
俳
人
と
し
て
有
名

新鮮な魚の選び方



高森東 中学校

題 「馬のゴン太の背にゆられ」

2年生

古澤

コ
ス
タ
ク
リ
ン
　
食
い
飽
き
て
か
ら
　
お
裾
分
け

お
ば
さ
ん
の
　
友
は
子
猫
と
　
ト
ル
ス
ト
イ

ず
ん
だ
れ
が
　
ひ
ん
し
ゅ
く
買
う
て
　
さ
ろ
き
居
る

お
ば
さ
ん
の
　
男
嫌
い
は
　
嘘
だ

っ
た

県
人
会
　
握
手
し
な
お
す
　
恋
仇

山
も
春
　
ち
ょ
っ
と
髪
型
　
変
え
て
み
う

ず
ん
だ
れ
が
　
払
え
ん
家
賃
　
ば
し
の
ご
つ

山
も
春
　
フ
ラ
ビ
列
車
の
動
き
出
す

ず
ん
だ
れ
が
　
中
身
忘
れ
た
　
の
し
袋

林
田
　

一
声

岡
本
　
琴
司

堀
田
　
蘇
仙

田
上
黙
公
子

馬
原
　
馬
笑

松
野
　
笑
声

浦
塚
　
南
天

林
　
　
不
忘

熊
川
　
豊
泉

題「不思議の国のアリス」

3年生

甲斐 くるみ さん

ま

し

除
幕
し
て
碑
は
花
に
向
き
阿
蘇
に
向
き

今
日
よ
り
は
花
の
峠
の
句
碑
と
し
て

一
会
か
な
桜
の
峠
路
句
碑
び
ら
き

こ
の
峠
花
愛
で
ら
れ
て
三
度
三
度

新
句
碑
の
花
の
歴
史
と
流
れ
そ
む

神
酒
そ
そ
ぐ
鬼
蕗
の
文
字
く

っ
き
り
と

御
句
碑
に
名
残
り
の
桜
影
さ
し
て

大
阿
蘇
に
真
向
い
花
の
句
碑
二
つ

花
の
句
碑
師
の
温
顔
の
ふ
と
浮
び

花
疲
れ
万
失
の
花
の
中
に
居
て

身
近
な
る
浮
雲
の
ご
と
桜
咲
く

山
村
　
文
子

平
田
ル
リ
子

後
藤
　
法
龍

野
尻
　
里
女

岩
下
　
扶
美

林
　
　
久
恵

草
村
　
鶴
代

内
田
　
フ
ミ

古
庄
　
泰
子

弥
永
　
蕗
子
　
Ｄ

野
尻
　
誓
道

綾 さん

講
　
評
　
山
田
先
生
か
ら

「
馬
の
ゴ
ン
太
の
背
に
ゆ
ら
れ
」
と
い

‐う
タ
ィ

ト
ル
の
物
語
の
中
か

ら
、
最
も
印
象
に
残

っ
た
と

こ
ろ
を
切
り
絵
に
し
ま
し
た
。

い
経
榊
繋
神
麹
馳
帥
ざ
性
以
ひ
ジ
知
馳
鋏
盪
』
Ｘ

と
て
も
良
く
描
か
れ
た
作
品
で
す
。

ヽ

●

●   ●

●

四
月
十
六
日
の
高
森
峠
自
然
公
園
俳
句

大
会
作
品
か
ら
互
選
三
点
以
上
に
よ
り

選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

（阿
蘇
御
神
火
会
）

LE墜型二型堕墜」

佐藤 昭也 先生
●高森小学校校長

②高森町

0阿蘇町碧水小
●釣 り、盆栽鑑賞

0地元にお世話になることになり
期待と不安の気持ちで一杯ですが、

郷土を担うたくましい児童の育成

を職員一九となって努力する事が

私の責務だと思っています。宜し

く御願いします。

L=gL==2」
久間 芳郎 先生
●野尻小学校教頭

0球磨郡上村
0免田中学校
●スポーツ特に球

技

0自 分に与えられた使命をしっか

り自覚し、町民の皆様の期待に応

えられるよう精一杯頑張っていき

ます。又、地域の人々との交流を

深め、そこに根ざしている文化な

どを吸収していきたい。

山邊 捷二 先生
●高森小学校教頭

0蘇陽町
0上色見小
0ス ポーツ

0上色見小で培った「田畑の心」
をモットーに高森小でも頑張りま

す。

(田畑の心 。「たはた」の心とは

たすけあい、はげましあい、たか

めあうの意味です。)

坂口 留美 先生
●野尻小学校講師

0菊陽町
0
0バスケットボー
ル

0環境に恵まれた野尻で、子供達
と一緒に「思いきり遊んで、スポ

ーツをして、勉強して」をモット

ーに頑張っていこうと思います。

永田とし子 先生

●高森小学校

②鹿本郡菊鹿町

0蘇陽町菅尾小
●音楽鑑賞

06年ぶりの転勤でやや緊張気味
ですが、元気とやる気で楽しく頑

張りたいと思います。

早く、できるだけたくさんの子ど

も達の名前を覚えたいです。

大塚 信孝 先生
●野尻小学校講師

②熊本市

0南小国中
0動物飼育・美術
音楽・水泳など

瞼
寇鶉
0高森に来てまず眼前に迫る根子
岳の雄大さに感動を覚えました。

早く児童達や地域の皆様と親しく

なりたいと思っています。

子供と動物が大好きです。

どうぞ宜しく御願いします。

高橋 和宏 先生
●高森小学校

0熊本市
0鹿本町来民小
(0)旅、登山、ドライブ、ハ

ンドボール、サッカー

0鹿本町の来民小から来ました。
これまでの経験を生かし、高森町

に早く慣れ、精一杯頑張りたいと

思います。

どうぞ宜しく御願いします。

蜀 ]言ξ『,ノ
先生

鷲1燿訂
|∫   0産 山・山鹿小

||111嵐 .｀  `0テニス・バドミントン
等体を動かす事

0静かでのんびりした野尻の地が
気に入りました。子ども達も明る

く素直で楽しく過ごせそうです。

通勤が少し大変ですが早く地域の

方々とも親しくなりたいと思いま

す。

切  り  絵

俳

　

　

句

肥

後

狂

句

今
年
も
四
月

一
日
付
け
で

町
内
の
先
生
方
の
異
動
が
あ

り
ま
し
た
。
以
前
か
ら
町
内

の
学
校
に
居
ら
れ
た
方
、
他

の
町
か
ら
初
め
て
高
森
に
来

ら
れ
た
方
な
ど
三
十
五
名
の

先
生
方
を
紹
介
し
ま
す
。

（掲
載
は
順
不
同
）

●学  校  名

②出  身  地

0前  任  校

0趣味・特技など

0抱負 。その他

新
し
い
先
生
で
す

よ
３
し
こ
お
願
い
し
ま
す

A

聰
(4)

∩ ∩ 000000
ヽ_ノ  v ヽ_ノ  ヽ_ノ′ V ｀
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教職員異動



わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
や
ん
は
、

す
い
じ
と
か
畑
を
た
が
や
し
た
り

し
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
み
や
じ
に

は
た
ら
き
に
出
て
い
る
の
で
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
わ
た
し
の
四
人
で

す
。
だ
か
ら
朝
四
時
三
十
分
ぐ
ら

い
に
起
き
ま
す
。

だ
か
ら
私
が
、
「ば
あ
ち
や
ん
も

っ
と
お
そ
く
起
き
な
い
よ
。
ま
だ

時
間
い
っ
ぱ
い
あ
る
け
ん
五
時
く

ら
い
で
い
い
よ
。
」
と
言
い
ま
す
が
、

や

つ
ぱ
り
同
じ
で
す
。
わ
た
し
も

四
年
さ

お

り

六
時
に
起
き
て
い
つ
し
よ
に
い
ろ

ん
な
こ
と
を
手

つ
だ
い
ま
す
。
そ

し
て
朝
、
わ
た
し
が
学
校
に
行
く

と
す
ぐ
、
そ
う
じ
、
せ
ん
た
く
、

ト
イ
レ
の
そ
う
じ
を
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
よ

く
は
た
ら
け
る
の
か
な
あ
。
こ
し

と
、
か
た
を
も
ん
で
や

っ
て
い
る

け
ど
、
お
ば
あ
ち
や
ん
は
、
ま
だ

ま
だ
こ
し
が
い
た
い
と
言
う
か
ら
、

も
む
の
が
た
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
、わ
た
し
が
た
ず
ね
る
と
、
「
い

い
よ
。
さ
お
り
は
学
校
で
い
っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
に
勉
強
す
れ
ば
。
」

と
言
い
ま
す
。

も

つ
と
、
わ
た
し
も
学
校
で
い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
勉
強
し
た
い

で
す
。

ア
メ
リ
カ
に
は
住
民
登
録
制

度
が
な
い
。
病
院
で
生
ま
れ
た

時
に
出
生
証
明
を
も
ら
い
、
そ

れ
が
身
分
証
明
書
と
な
る
。
ア

メ
リ
カ
の
行
政
が
日
本
の
よ
う

に
住
民
に
関
す
る
す
べ
て
の
事

を
管
理
す
る
の
は
殆
ど
不
可
能

と
言

っ
て
良
い
。
し
か
も
、
法

律
的
に
も
か
な
り
の
不
備
が
あ

る
。モ
ン
タ
ナ
州
は
、
日
本
と
ほ

ぼ
同
じ
面
積
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
人
口
は
た

っ
た
の
八
十
万

人
。
自
分
の
持
ち
家
を
持

っ
て

い
る
人
は
固
定
資
産
税
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
学

校
税
な
ど
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

毎
年
上
が
る
そ
れ
ら
の
税
金
の

支
払
い
に
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る

と
い
う
状
況
に
あ
る
。

そ
れ
ら
の
税
金
は
道
路
の
補

修
に
か
な
り
の
金
額
が
使
わ
れ
、

教
育
関
係
の
予
算
を
削

っ
て
ま

で
も
道
路
の
補
修
費
用
に
ま
わ

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に

後

藤

正

三

あ
る
。
こ
の
問
題
に
気
づ
い
た
住
民

が

「我
々
の
郷
土
は
我
々
で
守

ろ
う
」
「自
分
達
の
事
は
自
分
達

で
」
「自
分
達
で
出
来
る
事
は
行

政
に
頼
ら
ず
、
自
分
達
で
や
ろ

う
」
を
合
言
葉
と
し
て
、
こ
の

地
区
の
色
々
な
問
題
を
解
決
す

る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体

が
組
織
さ
れ
た
。
こ
れ
が
私
も

参
加
し
て
い
る

「Ｃ
Ｐ
Ｃ
」
で

あ
る
。
こ
の
団
体
は

一
九
九
二
年
に

組
織
さ
れ
、
当
初
会
員
は
数
名

で
あ

っ
た
が
現
在
で
は
九
百
名

の
正
式
会
員
と
行
政
関
係
者
で

組
織
さ
れ
て
い
る
。

会
員
に
は
、
商
工
業
、
農
林

業
環
境
保
護
団
体
、
一
般
住
民
、

行
政
担
当
者
、
警
察
、
消
防
、

営
林
環
境
局
な
ど
に
勤
め
て
い

る
者
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
人
た

ち
が
完
全
に
無
報
酬
で
、
本
当

の
意
味
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
参

加
し
て
い
る
。

こ
の
組
織
の
最
終
目
的
は
、

新
し
い
法
律
を
制
定
す
る
事
に

よ
り
、
こ
の
地
区
の
問
題
を
解

決
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
現
在
も
毎
夜
の
よ
う

に
会
議
が
行
わ
れ
、
各
団
体
、

地
域
住
民
と
の
意
見
交
換
会
が

行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
法
律
案
が
策
定
さ
れ
る

の
は
今
年
の
暮
れ
に
な
る
見
込

み
で
あ
る
。
こ
の
地
域
が
今
後

ど
の
よ
う
に
道
を
進
ん
で
い
く

の
か
…
今
、　
一
番
関
心
を
持

つ

と
こ
ろ
で
あ
る
。

（来
月
号
は
、
モ
ン
タ
ナ
の
林
業
に

つ
い
て
の
報
告
を
掲
載
し
ま
す
。
）

人
権
作
文

「
地
鳴
」
か
ら

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

勉強は国語が一番好きで、食べ

物はプリンとカレーが好きと、

礼儀正し<元気 1こ答えて<れた
さありさん。

児

,可

原
月ヽ
学
校玉

モ
ン
タ
ナ
便
リ
　
　
　
ロ
ロ
盟
響
峰
当
日

自
分
た
ち
の
事
は
自
分
た
ち
で

ｏ

●  ●

●   ●

楢木野菊男 先生

●色見小学校校長

0高森町
0高森小学校
●魚釣り、スポー

ツ

0明 るく元気で素直な子ども達、
そして、心暖かい保護者、地域の

皆さんと連携を密にし活気あふれ `

る学校をめざし、精一杯頑張って

いきたい。

LEヱL■IE埜」

荒牧 啓三 先生
●上色見小教頭

0高森町
0白水小学校
0写真・細工もの

06年 ぶりに帰ってきました。
子ども一人一人が大切にされ、学

習に運動に過ごしやすい学校づく

りをしたいと思います。

本田 幹雄 先生
●高森小学校

0高森町矢津田
0新採
0田舎暮らし

0幸か不幸か、教師生活のスター
トを地元から始める事になりまし

た。新採ですので行き届かない事、

御迷惑をかける事も多々あるかと

思いますが、精一杯頑張ります。

下田 幸喜 先生
●上色見小学校

0高森町
0西合志東小学校
0ドライブ、パソ
コ ン

0思いもかけず、地元にお世話に
なることになりました。高森に住

むのは14年ぶ りになります。町の

風景と阿蘇の大自然は昔のままの

ような気がします。子供達と一緒

に学びあっていきます。

上島モ ト子 先生

●色見小学校

0高森町
0上色見小学校

|、|ノ
●音楽鑑賞

0豊かな自然にかこまれて育って
いく純粋な子供達と生活を共にし

ながら将来、深く根をはった 「大

きな木」になれるような人づくり

をめざして頑張りたい。

ρ滓
".

下村 照美 先生
●養護助教諭

0白 水村
0
0音楽鑑賞
エレクトーン

0短大を卒業 したばかりでまだ、
何もわかりませんが、頑張りたい

と思います。上色見は本当に良い

所だと実感 しているところです。

宜しくお願いします。

「 ==石
I==Iξ再コ

伊藤 律子 先生
●色見小助教諭

②高森町

0草部小学校
●スポーツ

0前の学校で先生方、子供達、地
域の方々とたくさんの思い出がで

きました。今年は阿蘇山の麓で雄

大な自然にひたりながら、新しい

出会いを大切にして頑張っていき

たいと思っています。

0大学のテニス部の合宿で休暇村
に来て、根子岳をバックに撮った

写真は今でも思い出の大切な一枚

です。今度は観光客としてではな

く、町民として色々な事に関わっ

ていきたいと思います。

松本 由香 先生
●草部小学校事務

②鹿本郡植木町

0新採
●書道、水泳

音楽鑑賞

田上 恵子 先生
●高森小学校講師

0熊本市
0熊本市長嶺小
●硬式テニス

久保由美子 先生

●養護助教諭

0長崎県
0
0旅行、山歩き

⑤素晴しい自然に囲まれて仕事が

できる事を光栄に思います。初め

ての事ばかりですが、一生懸命頑

張りたいと思いますのでどうぞ宜

しくお願いします。

高日 みわ 先生
●草部小学校講師

②波野村

0楢木野小
0音楽鑑賞 (ジ ャ
ンル問わず)

0明るくのびのびとした子供達に
囲まれて、毎日充実した楽しい日々

をおくっています。草部の事をも

っともっと知 りたいと思います。

短い期間ですがどうぞ宜しくお願

いします。

●高森東中学校

0鹿本郡鹿本町
0熊本市飽田東小
0ものを作ること
山登り

0教員生活 4年 目。初めて中学校
で教鞭をとることになり少し緊張

しています。でも、若さとファイ

トで子ども達と共に楽しく、そし

て精一杯勉強していきたいと思い

ます。どうぞ宜しくお願いします。

田亜由美 先生

(12)

妻、勝子さんも色々な交流に参加

(5)

、
リ
′仏

の

ひ
３
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襲

「

・"智爾

|一  ヽ|1灘□

上色見小学校

鐵 ヽ

0早 く仕事を覚え、生活に慣れ、
又、先生や児童、地域の方々との

出会いを大切にし、色々な事を学

び吸収して自分自身高森に来て良

かったと言えるように頑張ります。

どうぞ宜しくお願いします。

草
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公民館
図書室
だより

新年度になりました。心も新たに読書の計画を

立ててみませんか。

中央公民館図書室では、文化革命当時の中国人

民の生活を綴った話題作 「ワイル ドスワン」など

最新作80冊を揃えて、現在4000冊の蔵書がありま

す。又、町の移動図書も定期的に巡回しています

ので利用して下さい。

平成 5年度図書利用状況

貸出冊数 676冊 利用者数 286名

月別利用状況

高森郵便局では、局内の一室をコミュニティー

(ふれあい)ルームとして無料で広く一般に開放
しています。これまでも写真、生花などの展示会

が行われ、小会議などにも利用できます。利用時

間は朝 8時半から夕方の 5時位まで。お尋ねと申

込みは高森郵便局82-0042ま でお気軽にどうぞ。

・
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後
継
者
に
経
営
を
譲
り
渡
す
事

を

「後
継
者
移
譲
」
と
い
い
、
第

二
者
に
譲
り
渡
す
事
を

「第
二
者

移
譲
」
と
い
い
ま
す
。
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農
業
委
員
書
だ
よ
り
ｍ

回
は

一
番
お
問
い
合
わ
せ
が

号
以
降
で
詳
し
く
中
身
に
つ

又
、
そ
の
両
方
に
必
要
な
分
を

そ
れ
ぞ
れ
譲
り
渡
す

「分
割
移
譲

方
式
」
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

多
い
農
業
経
営
の
移
譲
に

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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新田 由紀 先生
●高森中学校

0産山村
0新採
● ドライブ

0初めまして。故郷と同じ阿蘇郡
で、教員になれてとてもうれしく

思っています。わからない事ばか

りで御迷惑をおかけする事と思い

ますが、どうぞ宜しくお願いしま

す。

多田隈 亮典 先生

●高森中学校

②鹿本部鹿央町

0植木北中学校
●陸上他スポーツ、

旅行

鶉

鱚饉眩
0阿蘇の地で教育にたずさわる事
を喜びにしています。そして地域

の中で生きる学校になるように、.

頑張りたいと思います。又、この

景勝の地で、阿蘇の絵も描きたい

と張り切っています。

泉  智明 先生
●高森東中学校

②天草郡五和町

0南小国中学校
●柔道二段

0天草の海で生まれ育ち、きよら
の里、南小国で教員になりました。

そしてこの 「風の郷」高森で子ど

もたちと何か楽しいこと燃えるこ

とをやっていきたいと思っていま

す。

吉村 律子 先生
●高森中学校

0荒尾市
0熊本市川上小
●スキー、温泉め

ぐり

0教職 4年 目です。おいしい水と
空気と温かい人柄に包まれ、この

高森での生活を楽しく過ごしてい

きたいと思っています。どうぞよ

ろしくお願いします。

坂本 智子 先生
●高森中学校

②荒尾市

0熊本市出水南中
● ドライブ、旅行

0美 しく、雄大な自然環境の中で
一日も早く子供達と仲良くなりた

いと思っています。分からない事

がたくさんありますので地域の方

から色々教えていただきたいと思

っています。宜しくお願いします。

岡本 浩子 先生
●高森東中学校

②熊本市

0富合小学校
0ミニバレー、サッカー、

スキーも練習開始

0初めて中学校に来ました。何だ
か新入生と同じ気分です。英語を

担当することになりますが、初め

て習う教科だけに子供達も楽しみ

にして入学した事でしょう。その

期待に対し全力投球で頑張ります。

山下 信雄 先生
●高森中学校

②水俣市

0西原村立西原中
0面 白い品物を集
めること。写真等

0教職に就いて今年で11年 目に入
ります。10年 という一区切 りを終

え、新しい一歩を踏み出すつもり

で高森にやってきました。やる気、

本気、根気、元気をモットーにし

て頑張っていきます。

日置 郁郎 先生
●高森中学校

②西原村

0阿蘇中学校
0テ ニス、パソコ

ン

0高森中は二回日です。でも、戻
ってきても、生徒はもちろん先生

保護者もすっかり変わってしまっ

たので、心を新たに又一から頑張

ろうと思います。

宜しくお願い致します。

吉田あゆみ 先生

●高森東中講師

②―‐の官町

0蘇陽町馬見原小
0旅行、絵画

0本年非常勤講師としてお世話に
なります。教科は美術を担当致 し

ます。でっかい自然に負けないよ

うに、楽しい授業ができるように

頑張っていきたいと思います。

山室 先 生

●高森中学校校長

0高森町色見
0長陽西部小学校
0山 野草

0本校に来て、子供達の明るく元
気の良い挨拶がとても印象的でし

た。玄関前の本校の教育目標、礼

節、自学、健康の達成のためにし

っかり学校教育にあたりたいと思

います。宜しくお願い致します。

餅井 京子 先生
0高森中学校事務
0熊本市
0植木町田底小
0ドライブ

0中学校は初めてです。中学生の
迫力に押されそうです。事務職員

ということで、生徒のみなさんや

地域の方々とお話しが続くかどう

か不安でいっぱいですが、どうぞ

よろしくお願いします。

西原 弘倫 先生
●高森中学校

②熊本市

0小国中学校
0ピアノ、作山ゴルフ、

ウィンドサーフィン

0前任の倉田先生のように出来る
かわかりませんが、私なりに精一

杯努力したいと思います。音楽の授

業では子供達の主体性を引出しよ

り豊かな情操を育て、又マーチング

にも力を入れたいと思っています。

基
準
日
以
降

一
年
間
の
間
に

自
分
で
買
い
入
れ
た
り
戻

っ
て

き
た
農
地
等
を
含
め
て
、
後
継

者
又
は
第
二
者
の
い
ず
れ
か
に

そ
の
権
利
を
譲
り
渡
し
た
り
、

貸
し
た
り
し
て
農
業
の
経
営
を

や
め
る
こ
と
。

自
分
の
名
義
の
農
地
等
の
権

利
を
処
分
し
終
わ
る
日

（経
営

移
譲
終
了
日
）
の

一
年
前
の
日

（基
準
日
）
に
自
分
名
義
と
借

地
を
耕
作
し
て
い
る
農
地
等
の

面
積
の
合
計
が
三
十
ａ
以
上
あ

る
事
。

又
、
処
分
対
象
農
地
等
の
二

分
の

一
以
上
で
、
か
つ
五
十
ａ

以
上
の
面
積
を
適
格
な
第
二
者

に
分
割
し
て
移
譲
す
る
事
。

譲
り
受
け
る
後
継
者
は
、
被

用
者
年
金

（国
年
２
号
）
に
加

入
し
て
い
て
、
農
業
に
常
時
従

事
し
な
い
等
の

一
定
の
要
件
を

満
た
す
、
い
わ
ゆ
る

「サ
ラ
リ

ー
マ
ン
後
継
者
」
で
あ
る
事
。

農
地
等
の
貸
付
は
無
償
に
よ

る
十
年
以
上
の
使
用
貸
借
契
約

を
締
結
す
る
事
。

そ
の
後
契
約
締
結
先
で
借
り

受
け
人
を
公
募
す
る
が
、
そ
の

間
は
原
則
と
し
て
貸
し
付
け
た

本
人
が
自
費
に
よ
り
保
全
管
理

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

後
継
者
、
第
二
者
い
ず
れ
に

も
経
営
を
移
譲
す
る
事
が
出
来

な
い
場
合
は
、
次
の
よ
う
に
農

業
者
年
金
基
金
や
熊
本
県
農
地

管
理
公
社
に
農
地
等
を
貸
し
付

け
る
事
に
よ
り
、
農
業
者
年
金

が
受
け
ら
れ
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。

(11) (6)

ご利用下さしヽ

圏
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高森中学校

饂慮

経
営
移
譲
０
必
要
要
件

分
割
移
譲
の
必
要
要
件

一
‐‐‐そ‐‐‐‐‐‐‐一
卜
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林業総含センター

今
、
子
供
達
は
新
入
学
、
新
学

期
な
ど
の
環
境
の
変
化
か
ら
心
も

揺
れ
動
き
、
落
ち

つ
か
な
い
不
安

な
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
、
特
に

新
入
学
と
新
入
園
の
子
供
さ
ん
を

持

つ
御
家
庭
で
は
そ
れ
を
見
て
、

何
か
と
心
配
な
事
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
町
や
学
校
、
保
育
園
な

ど
で
、
家
庭
教
育
に
関
す
る
講
演

会
と
研
修
会
が
、
た
く
さ
ん
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
容
を
次

の
と
お
り
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

▽
教
育
に
は
三
つ
の
教
育
が
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
主
に
知
育
の
た
め
の
学

健
康
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
に

し
て
今
年
も
こ
の
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
二
百
五
十
名
。

年
々
健
康
に
つ
い
て
の
関
心
が
高

く
な

っ
て
い
ま
す
。
講
演
や
体
験

発
表
に
熱
心
に
聞
き
い
っ
て
ま
し

た
。
健
康
の
大
切
さ
を
、
あ
ら
た

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た

一
日
で
し

た
。

校
教
育
。
二
つ
目
は
子
ど
も
の
社

会
性
を
育
む
社
会
教
育
。
三
つ
目

に
子
ど
も
の
心
を
作
る

・
情
感
を

養
う
家
庭
教
育
で
す
。

特
に
こ
の
家
庭
教
育
は
私
達
親

が
親
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
を

す
れ
ば
問
題
は
無
い
の
で
す
が
、

と
か
く
仕
事
と
家
事
に
追
わ
れ
て
、

子
供
達
の
事
は
二
の
次
、
三
の
次

に
な

っ
て
余
り
構

っ
て
い
な
い
と

い
う
実
状
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
子
育
て
と
い
う
の
は
実
際

難
し
い
も
の
で
、
子
供
に
近
づ
き

過
ぎ
て
も
、
離
れ
過
ぎ
て
も
色
々

と
悪
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

▽
問
題
は
子
供
の
心
を

つ
か
ん
で

要
所
要
所
で
、
短
時
間
で
も
密
度

の
濃

い
心
の
ふ
れ
あ
い
が
出
来
る

か
ど
う
か
と
い
う
事
で
し
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
心

を
読
み
と
る
事
は
難
し
い
事
で
す
。

体
験
発
表
ど
講
演

民
福
祉
課
保
健
衛
生
係
）
【建
設
課
】

▽
建
築
係
　
佐
伯
実

（税
務
課
課

税
係
）
【税
務
課
】
▽
課
長
　
山石
下

紀
久
雄

（草
部
出
張
所
長
）
▽
課

税
係
長
　
谷
川
元
清

（商
工
観
光

課
商
工
観
光
係
長
）
▽
課
税
係

馬
原
恵
介

（企
画
課
開
発
推
進
係
）

▽
国
民
健
康
保
険
係
　
安
藤
厳
夫

（水
資
源
対
策
課
管
理
係
）
【
水
資

源
対
策
課
】
▽
管
理
係
　
古
庄
良

一
（企
画
課
企
画
財
政
係
）
【商
エ

観
光
課
】
▽
商
工
観
光
係
長
　
桐

原

一
紀

（農
林
振
興
課
林
業
振
興

係
長
）
【会
計
室
】
▽
室
長
　
後
藤

萬
蔵
（税
務
課
長
）
【草
部
出
張
所
】

▽
所
長
　
甲
斐
元
紀

（農
林
振
興

課
農
地
係
長
）
【
野
尻
出
張
所
】
▽

住
民
係
長
　
橋
本
和
則

（総
務
課

広
報
統
計
係
）

よ
ろ
し
＜
お
願
い
し
ま
す

町
職
員
人
事
異
動

四
月

一
日
付
け
で
職
員
の
異
動

を
行
い
ま
し
た
。

【総
務
課
】
▽
広
報
統
計
係

岩
下
公
治

（税
務
課
国
民
健
康
保

険
係
）
▽
管
財
係
　
井
上
寿

一
（新

規
採
用
）
▽
県
出
向
　
阿
南

一
也

（総
務
課
管
財
係
）
【企
画
課
】
▽

企
画
財
政
係
　
沼
田
勝
之

（県
出

向
）
【
町
民
福
祉
課
】
▽
福
祉
係
長

二
子
石
衛

（野
尻
出
張
所
住
民

係
長
）
▽
保
健
衛
生
係
　
甲
斐
敏

文
（農
林
振
興
課
農
業
振
興
係
）
【農

林
振
興
課
】
▽
農
地
係
長
　
佐
伯

実
範

（税
務
課
課
税
係
長
）
▽
林

業
振
興
係
長
　
杉
田
則
秋

（町
民

福
祉
課
福
祉
係
長
）

▽
農
業
振
興
係
　
田
上
浩
尚

（町

佐
藤
文
香
さ
ん
、
田
上
さ
ち
よ

さ
ん
、
馬
原
要
子
さ
ん
、
堀
田
彰

さ
ん
…
以
上
の
方
々
か
ら
自
分
の

体
験
談
を
も
と
に
し
た
健
康
に
つ

い
て
の
貴
重
な
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
又
、
熊
本
中
央
病
院
々
長
の

松
角
康
彦
先
生
の
記
念
講
演
で
は
、

塩
分
の
取
り
過
ぎ
は
、
高
血
圧
な

ど
の
心
臓
病
の
原
因
に
な
る
事
を

様
々
な
実
例
を
ま
じ
え
て
、
話
さ

れ
ま
し
た
。

「自
分
の
子
供
だ
か
ら
そ
ん
な
心

配
は
な
い
」
と
思

っ
て
い
る
と
気

づ
か
な
い
間
に
心
の
す
れ
違
い
が

生
ま
れ
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

事
に
な

っ
て
し
ま
う
と
先
生
方
は

言
わ
れ
ま
す
。

▽
又
、
感
情
に
ま
か
せ
て
子
供
に

も
の
を
言
う
の
は
絶
対
慎
む
べ
き

で
あ
り
、
「子
供
は
生
ま
れ
な
が
ら

に
し
て
性
格
が
決
ま

つ
て
い
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
親
や
家
族
の

言
動
が
性
格
形
成
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
す
。
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

▽
そ
し
て

「園
や
学
校
に
行

っ
て

い
る
か
ら
何
で
も
安
心
と
思
う
の

は
間
違
い
で
す
。
学
校
や
園
で
は

で
き
な
い

。
親
や
家
族
で
し
か
で

き
な
い

。
と

っ
て
も
大
切
な
も
の

が
家
庭
教
育
な
ん
で
す
よ
。
」
と
言

わ
れ
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

●  ●

●  ●

「私の健康づくり」と題して

発表される堀田 彰さん

(10)(7)

西村伎久乃 先生

●高森中講師

0阿蘇町
0-の官中学校
0絵画、テニス等

0初めて高森に参りました。阿蘇
谷に比べて阿蘇の風景が近くに迫

り、大好きな油絵の題材がいっぱ

いです。私のモットー「自分も大

事・ひと様も大切」で日々充実さ

せたい の で

西村 文子 先生
●草部中学校

0人吉市
0阿蘇北中学校
03歳の子供と一緒
に童話を読む事

0生徒達の穏やかな笑顔と明るい
挨拶の声、そして美しい花々に迎

えられ決意を新たにしているとこ

ろです。この町をこの学校を早く

好きだと言えるようになるように

頑張りたいと思います。

ヒ
=型
二坐翌■■ Tlム」

芹口 幸代 先生
●養護助教諭

②高森町永の原

0野尻小学校
●手芸、スポーツ

など

0子供達の元気な挨拶と大きな歌
声に驚きました。来年度の統合に

向けて今年一杯頑張ろうという気

迫が学校全体から感じられ私も一

からのスター トですが精一杯努力

していきたいと考えています。

先生方にはお忙しい中に

も、こころよく、写真撮影

と原稿作成に御協力いただ

きました。

ありがとうございました。

ヽ

λ

″す
ど
も
か
，あ
り

，■
に
あ
ｔ
ヾ

襲
小４水
の
た
め
に

家庭教育

「八
十
歳
で
自
分
の
歯
を
二
十
本

以
上
残
そ
う
」
と
い
う
８
０
２
０

運
動
を
町
で
は
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
回
八
十

一
歳
で
全
部
が
自
分

の
歯
と
い
う
前
田
種
子
さ
ん
が
、

こ
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

又
、
三
歳
児
健
診
の
時
に
虫
歯

が
無
か

っ
た
次
の
子
ど
も
さ
ん
も

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（敬
称
略
）

住
吉
翔
太
、
田
上
沙
紀
、
吉
村

創
、
田
代
琢
馬
、
田
上
和
宏
、
樫

本
幸
太
、
甲
斐
成
之
、
工
藤
裕
美
、

古
庄
紗
己
、
岩
崎
瑞
穂
、
工
藤
崇

晃
、
萩
　
晃

＊
こ
れ
か
ら
も
ず

つ
と
、

歯
を
大
切
に
し
て
下
さ
い
。

④

一
■

・■
■

「健
康
な
歯
」表
彰

前田 種子さん(81)

ナ

今
年
も
色
々
な
健
康
食
の
展
示

と
試
食
が
あ
り
ま
し
た
。
塩
分
、

糖
分
、
油
な
ど
を
抑
え
て
も
お
い

し
い
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

献
立
を
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
や

つ
て
み
ら
れ
て
は
。

ソーセージとチーズをかぼちゃで巻

いた、力ロチンたっぷ りのかぼちゃ

巻 きフライ (桐原マスヨさん )

主
任
児
童
委
員
制
度
発
足

本
町
か
ら
も
二
名
の
委
員
さ
ん
決
ま
る

こ
の
制
度
は
地
域
の
中
で
の
、
児
童
と
　
の
方
々
と
の
連
携
を
密
に
し
て
児
童
福
祉

妊
産
婦
の
福
祉
に
関
す
る
相
談
と
援
助
活
　
の
た
め
に
活
躍
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
す
。

動
を
よ
り
専
門
的
に
担
当
す
る
こ
と
を
目
　
子
ど
も
が
大
好
き
な
お
二
人
で
す
。
ど
う

的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
　
ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
に
本
町
か
ら
高
森

。
上
町
　
　
　
　
　
・
●
一
一
　

畿
―
躍

の
加
藤
文
凡
さ
ん
と
大
宇
中
の
小
糸
美
代

さ
ん
の
お
二
人
が
選
任
さ
れ
、
本
年
の

一

月

一
日
付
け
で
厚
生
省
と
県
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
辞
令

の
交
付
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
主
任
児
童
委
員
さ
ん
は
、
町
の
全

部
を
担
当
地
区
と
し
て
、
広
い
範
囲
で
活

躍
さ
れ
ま
す
。

主
な
仕
事
は
福
祉
関
係
施
設
と
の
連
絡

調
整
、
子
供
達

の
た
め
の
環
境
改
善
と
相

談
受
付
、
又
他
に
本
町
に
二
十
二
名

の
民

生
児
童
委
員
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ

ん

―

の

さ

０

村

代

４

中

美

０

・　
糸

一

中

小

４

ん

０

の

さ

４

町
“
凡

―

上
“文

０

・　
藤

一

森

加

２

音向

聰

草

園翠硼
戦 や
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高森自然公園

q`"

ィar然

「木
は
水
の
源
、
自
然
を
大
切

に
し
な
け
れ
ば
未
来
は
無
い
」

と
挨
拶
す
る
今
村
町
長

植樹祭が行われ、整備も進む高森自然公園の一部

み
ん
な
で
植
樹

参
加
者
は
草
村
県
議
会
議
員
、

阿
蘇
郡
内
の
町
村
長
と
議
会
議
員
、

駐
在
員
、
森
林
組
合
と
日
頃
か
ら

自
然
保
護
に
関
心
を
持

っ
て
活
躍

し
て
い
る
草
部
南
部
小
と
草
部
北

部
小
の

「み
ど
り
の
少
年
団
」
な

ど
、
百
三
十
名
が
出
席
し
、
式
典

の
後
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り

そ
れ
ぞ
れ
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

又
、
日
頃
の
活
動
に
対
し
て
両

校
の
み
ど
り
の
少
年
団
に
今
村
町

長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま

し
た
。

を
●
■
■
■
ロ■

Ｌ

●  ●

●  ●

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

四
月
六
日
か
ら
四
月
十
五
日

4/12交通安全パルーン作戦に参加
した高森保育園の子どもたち

毎
年
増
加
す
る
交
通
事
故
。

こ
れ
ま
で
町
や
県
な
ど
の
自
治

体
と
警
察
が

一
体
と
な

っ
て
こ
の

運
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
町
で
は
、
交
通
安
全
推

進
協
議
会
を
中
心
に
し
て
、
学
校
、

保
護
者
会
、
婦
人
会
、
企
業
な
ど

た
く
さ
ん
の
方
々
が
こ
の
運
動
に

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
重
点
目
標
は
…
…

一
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
。

二
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
。

三
、
高
校
生
の
自
転
車
の
正
し
い

乗
り
方
の
徹
底
。
…
…
の
３

点
で
し
た
。

特
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
未
着
用
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
の
安
全
の

た
め
に
も
、
ぜ
ひ
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

街
頭
キ
ヤ
ン
ベ
ー
ン

四
月
七
日
、
三
二
五
号
バ
イ
パ

ス
豆
塚
前
で
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
る
街
頭
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
日
は
高
森
警
察
署
交
通
係
、

町
の
交
通
指
導
員
、
交
通
安
全
母

の
会
、
婦
人
会
、
商
工
会
な
ど
、

二
十
五
名
が
参
加
。
車

一
台

一
台

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
、
押
し

花
の
し
お
り
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

交
通
安
全
功
労
者
に

岩
田
秋
広
さ
ん

「どうぞ、お気をつけて」

高
森
昭
和
の
岩
田
秋
広
さ
ん
（４１
）

が
、
交
通
指
導
員
を
十
二
年
間
と

い
う
長
い
間
努
め
て
こ
ら
れ
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
交
通
安
全
推
進

協
議
会
か
ら
交
通
安
全
功
労
者
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
四
日
、
交
通
安
全
推
進
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
、

企
業
、
団
体
な
ど
か
ら
七
十
名
の

出
席
が
あ
り
、
町
の
交
通
安
全
の

方
策
な
ど
に
つ
い
て
真
剣
に
検
討

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

1

四
月
十
九
日
、
計
画
的
に
整
備
が

行
わ
れ
て
い
る
通
称
九
十
九
由
が
り
、

高
森
峠
の
自
然
公
園
内
で
郡
の
植
樹

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
山
の
ほ
と
ん
ど
が
原
野

で
あ
っ
た
頃
に
、
山
々
に
木
々
を
増

や
し
て
、
森
林
を
つ
く
り
地
下
水
の

確
保
や
、
山
の
地
盤
を
固
く
し
て
崩

壊
を
防
ぎ
又
、
建
築
材
料
と
し
て
の

立
木
の
増
産
な
ど
を
目
的
に
行
わ
れ

て
き
た
も
の
で
す
。

今
は
、間
伐
が
急
が
れ
る
程
に
山
々

に
は
た
く
さ
ん
の
木
々
が
あ
り
ま
す
。

近
年
森
林
浴
と
か
森
林

レ
ジ

ヤ
ー
と

か

の
言
葉
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
、
森

林

の
持

つ
意
味
も
変
わ

っ
て
き
ま
し

た
。
杉
と
か
桧
と
か

の
針
葉
樹
だ
け

で
な
く
、
紅
葉

し
た
り
、
カ
ブ
ト
ム

シ
が

い
た
り
す
る
、
見
た
り
触
れ
た

り
し
て
楽
し
む
事
が

で
き
る
広
葉
樹

の
木

々
が
好
ま
れ

て
き

て
い
ま
す
。

こ
の
植
樹
祭
も
、
木

々
を
守
り
育

て
る
事
が
自
然
環
境
を
守

っ
て
い
く

と

い
う
考
え
方
か
ら
、
環
境

の
保
全

に
力
を
入
れ
た
取
り
組

み
が
さ
れ

て

い
ま
す
。

一人

一苗
植
樹

運動期間内の交通事故

高森署管内 高森町

人身事故件数

死亡者数

ケガ人数

4

0

7

物損事故 19 4

感
謝
状
贈
呈

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

家
族

一
緒
に
梅
香
苑
の
清
掃
奉
仕

「奉
位
の
出
を

子
供
に
も
…
」

四
月
十
七
日
の
日
曜
日
、
南
阿
蘇

に
あ
る
五

つ
の
郵
便
局
の
職
員
さ
ん

（全
逓
信
労
組
阿
蘇
支
部
）
が
家
族

と

一
緒
に
梅
香
苑
の
清
掃
奉
仕
を
行

い
ま
し
た
。

同
会
は
毎
年
、
場
所
を
変
え
て
福

祉
施
設
で
の
奉
仕
活
動
を
行

っ
て
い

る
も
の
で
、
こ
の
日
参
加
し
た
の
は

家
族
を
含
め
た
五
十
五
名
。
窓
拭
き

や
洗
濯
物
の
た
た
み
方
に
子
供
た
ち

も
頑
張

っ
て
い
ま
し
た
。

清
掃
を
終
え
て
か
ら
、
入
苑
さ
れ

て
い
る
、
お

一
人
お

一
人
に
、
「
い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
」
と
赤

い
バ
ラ
を

プ

レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

お父さん、お母さんと一緒に

「ゴシゴシキュッキュッ」

(8)

草部北部小「みどりの少年団」草部南部小「みどりの少年団」

(9)
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十
夜

次
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誤

２
ベ
ー
ジ
　
駐
在
員
さ
ん
紹
介

　

（　
氏
　
　
　
名
　
）

上

在

　

上

村

靡

秀

　

　

　

　

　

村

上

旅

秀

５
ベ
ー
ジ
　
異
動
教
職
員
紹
介

　

（　
学
　
校
　
名
　
）

草

部

南

部

小

学

校

草

部

小

学

校




